
U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:16329

U
nicode:2600

U
TF8:E2 98 80

Shift-JIS:-

X0213:1-06-72

CID:8215

U
nicode:2205

U
TF8:E2 88 85

Shift-JIS:-

X0213:1-02-39

CID:15477

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12199

U
nicode:32AB

U
TF8:E3 8A AB

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:8159

U
nicode:2197

U
TF8:E2 86 97

Shift-JIS:-

X0213:1-03-05

CID:12205

U
nicode:266C

U
TF8:E2 99 AC

Shift-JIS:-

X0213:1-02-92

CID:12100

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12192

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:10555

U
nicode:0298

U
TF8:CA 98

Shift-JIS:-

X0213:1-11-03

CID:15820

U
nicode:2740

U
TF8:E2 9D 80

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12228

U
nicode:2756

U
TF8:E2 9D 96

Shift-JIS:-

X0213:1-13-93

CID:12259

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12221

U
nicode:2295

U
TF8:E2 8A 95

Shift-JIS:-

X0213:1-02-49

CID:15486

U
nicode:267D

U
TF8:E2 99 BD

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:16325

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12169

U
nicode:273F

U
TF8:E2 9C BF

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12229

U
nicode:271A

U
TF8:E2 9C 9A

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12241

U
nicode:2042

U
TF8:E2 81 82

Shift-JIS:-

X0213:1-12-94

CID:16282

U
nicode:FE45

U
TF8:EF B9 85

Shift-JIS:-

X0213:1-03-30

CID:12639

U
nicode:231B

U
TF8:E2 8C 98

Shift-JIS:-

X0213:1-07-92

CID:15728

U
nicode:260E

U
TF8:E2 98 8E

Shift-JIS:-

X0213:1-06-71

CID:8056

U
nicode:203C

U
TF8:E2 80 BC

Shift-JIS:-

X0213:1-08-75

CID:12111

U
nicode:2702

U
TF8:E2 9C 82

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12176

U
nicode:2135

U
TF8:E2 84 B5

Shift-JIS:-

X0213:1-03-60

CID:15513

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12252

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:10657

U
nicode:02A1

U
TF8:CA A1

Shift-JIS:-

X0213:1-11-30

CID:15840

U
nicode:2934

U
TF8:E2 A4 B4

Shift-JIS:-

X0213:1-03-14

CID:16201

U
nicode:25D3

U
TF8:E2 97 93

Shift-JIS:-

X0213:1-08-74

CID:16277

U
nicode:303C

U
TF8:E3 80 BC

Shift-JIS:-

X0213:1-02-23

CID:16194

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12258

U
nicode:FB03

U
TF8:EF AC 83

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:9359

U
nicode:3034

U
TF8:E3 80 B4

Shift-JIS:-

X0213:1-02-20

CID:12109

U
nicode:2666

U
TF8:E2 99 A6

Shift-JIS:-

X0213:1-06-28

CID:8214

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12088

U
nicode:30FF

U
TF8:E3 83 BF

Shift-JIS:-

X0213:1-02-24

CID:16195

U
nicode:3004

U
TF8:E3 80 84

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:8308

U
nicode:2663

U
TF8:E2 99 A3

Shift-JIS:-

X0213:1-06-32

CID:8213

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:15603

U
nicode:2668

U
TF8:E2 99 A8

Shift-JIS:-

X0213:1-06-76

CID:12098

U
nicode:20AC

U
TF8:E2 82 AC

Shift-JIS:-

X0213:1-09-01

CID:9354

U
nicode:2602

U
TF8:E2 98 82

Shift-JIS:-

X0213:1-06-74

CID:8217

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:10917

U
nicode:303B

U
TF8:E3 80 BB

Shift-JIS:-

X0213:1-02-22

CID:12106

U
nicode:00DF

U
TF8:C3 9F

Shift-JIS:-

X0213:1-09-53

CID:150

U
nicode:2665

U
TF8:E2 99 A5

Shift-JIS:-

X0213:1-06-30

CID:8212

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12066

U
nicode:2673

U
TF8:E2 99 B3

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:16315

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12223

U
nicode:25B6

U
TF8:E2 96 B6

Shift-JIS:-

X0213:1-03-02

CID:12195

U
nicode:2049

U
TF8:E2 81 89

Shift-JIS:-

X0213:1-08-78

CID:12112

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:10312

U
nicode:25D1

U
TF8:E2 97 91

Shift-JIS:-

X0213:1-08-72

CID:16275

U
nicode:03D0

U
TF8:CF 90

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12090

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:11078

U
nicode:328E

U
TF8:E3 8A 8E

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:10476

U
nicode:2660

U
TF8:E2 99 A0

Shift-JIS:-

X0213:1-06-26

CID:8211

U
nicode:2669

U
TF8:E2 99 A9

Shift-JIS:-

X0213:1-02-93

CID:12099

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12244

U
nicode:23C5

U
TF8:E2 8F 85

Shift-JIS:-

X0213:1-07-41

CID:16260

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12230

U
nicode:2603

U
TF8:E2 98 83

Shift-JIS:-

X0213:1-06-75

CID:8218

U
nicode:23CE

U
TF8:E2 8F 8E

Shift-JIS:-

X0213:1-07-94

CID:16273

U
nicode:2601

U
TF8:E2 98 81

Shift-JIS:-

X0213:1-06-73

CID:8216

U
nicode:25C9

U
TF8:E2 97 89

Shift-JIS:-

X0213:1-03-27

CID:8210

U
nicode:261D

U
TF8:E2 98 9D

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:8221

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12067

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12177

U
nicode:-

U
TF8:-

Shift-JIS:-

X0213:-

CID:12097
ヒラギノOpenType

✚
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✚
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G5+OpenType+Creative Suite+PDF/X-1aのワークフロー。
グラフィックデザインの最前線を体現する。
京都精華大学ビジュアル・コミュニケーション・デザイン

千都フォントを以前から学生の教材として
ご利用頂いている京都精華大学ビジュア
ル・コミュニケーション・デザインで学ぶ
船引奈々さんに，ヒラギノOpenTypeと
PDF/X-1a入稿の実際についてお尋ねしま
した。

デザイン教育とOpenType
今年度，私たちの学科のコンピュータ環境
がPower Mac G5に総入れ替えされ，ヒ
ラギノOpenTypeフォントとAdobe CSを
使ったグラフィック環境がますます充実しま
した。とくに，OS X 10.3では文字入力が
一層充実してきましたし，アプリケーション
もAdobe CSになって，いままで「ことえり

で見えているのに使えなかった文字」が扱
えるようになってきました。

Power Mac G5で処理速度が早くなっ
たというよりも，以前のMac OS 9と比較
して安定度が高くなったということとOSの
文字入力環境の充実，そして使用頻度の
高いIllustratorはCSになって「合成フォ
ント」が使えるようになったことで，いろい
ろなフォントを組み合わせて自分のお気に
入りの文字や書体を使える機会が広がった
ように思います。
私たちのカリキュラムのなかに，“Visual 

Eye” という雑誌のエディトリアル・デザイ

ンのカリキュラムがあります。シリーズ企画
で，私たちの制作する冊子は4号目です。
毎回，特集のテーマが変わりますが，今回
のテーマは「ニッポンの粋」ということで，
今失われつつある「粋」について，あるい
は現代的な「粋」についてプランを立て，
取材からコピーライティング，撮影，イラス
トの作成，そしてレイアウトワーク（DTP）ま

でを一人で行います。表紙のイメージ作り
から特集ページのデザイン，そして裏表紙
には地元の企業を紹介する広告制作まで
を行います。
私は以前からお年寄りの何とも福 し々い

笑顔にすごく興味を抱いていたので，「粋
な駄菓子屋」さんをテーマに選び，おばあ
ちゃんの人生と子供たちの暖かい関係につ
いて，昔と今の違いはないのかといった視
点で特集を組みました。今回，私の作品
が選ばれてオフセット印刷してみることにな
り，その制作過程を通してご紹介していき
たいと思います。

画像データの編集
大学のカリキュラムでは，1つのデータから
インクジェットプリンタやWebへの展開など
多岐にわたる展開を想定していて，必ずし
もオフセット印刷に特化したデータ作りをメ
インにおいているわけではありません。した

がって，基本的にはRGBベースで，これ
を元に展開していきます。
画像はすべてデジタルカメラからのjpg

データがベースになっています。これらは

Photoshop CSで編集します。角判はtiff
京都精華大学芸術学部

ビジュアル・コミュニケーション・デザイン
船引奈々さん
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形式ですが，切り抜き写真はハンドリング
のよさからpsd形式で保存しています。
難しいのはPhotoshop CSのカラー変

換ですが，デジタルカメラのプロファイルは
“sRGB” が一般的ですが，これだとガモ
ット（色領域）が狭いので，“AdobeRGB
(1998)” に変換します。CMYKのカラー
設定は，大学の先生と製版会社さんとの
あいだでチューニングされたプロファイルを

使っています。今後は，より効率的に変換
をしてくれる “カラージーニアスDC2” を
一度試しに使ってみたいと思います。

Adobe Illustrator CS
+ヒラギノOpenTypeでレイアウト
テキストはOS X付属のテキストエディット
のrtf形式で編集しておき，レイアウトは授
業で汎用的に用いているIllustrator CSを
用います。このデザインでは，本文はヒラギ
ノ角ゴシック体W3 Proを使用し，見出し
書体は合成フォント機能を使って個性的な
文字組みを心がけています。
まず，本文でPro書体を使った理由で
すが，これは拡張文字種を一部扱ってい
ますので，Pro書体でなければ実装されて
いない文字があるからです。「粋」というテ
ーマから，あえて旧字形を使ってみます。

以前のIllustrator 10だと，ことえりで
表示している拡張文字種でも採字できない
ことがありましたが，CSになって使えるよう
になりました。とりあえず常用漢字で “当て
字” を入力しておいて，CSの “字形パレ
ット” で変換します。キャッチやサブキャッ
チ，リードコピーには異体字の豊富なPro
書体にこだわらずにデザイン性を優先して
書体をチョイスします。

上にあるサブキャッチは横組ですので，
プロポーショナルに組んでいます。ここでは
ヒラギノ明朝体+游築五号仮名W6を使
っています。その下のリードはヒラギノ角ゴ
シック体+ヒラギノ角ゴAD仮名W3。行ラ
インをスッキリ見せます。
Pro書体の拡張文字種が使えるような環

境が整ってきて，昔っぽい漢字やいろいろ
な記号を使えるようになって文字と向き合
う機会が増えたような気がします。普段使
う文字はStd書体の範囲で十分なんだけど
も，日常的に使いたい記号はPro書体の
なかにも多いですよね。こういったものがど
んどん使いやすくなっている反面，記号や
漢字の使い方についての制約や決まり事に
ついてはよく分からないのが実情です。今
後はそういった文字の歴史や用法について
も知りたいですね。

eps～PDF/X-1aに書き出し
プリントアウトしてみて「これでよし」となっ

たデザインは，Illustrator CSのファイルの
書き出しから “eps” ファイルを書き出しま
す（AdobeからはPostScriptファイルからPDF/X-1a

作成するプリセットファイルを案内しています）。eps

で書き出す時にカラープロファイルが外さ
れ，透明効果の分割・統合処理が行われ
ます。

次に，Adobe Acrobat Distillerを使
ってPDF/X-1aを作成します。ここではフォ
ントはすべて埋め込み指定とします。
従来だと印刷用のデータは「文字はす

べてアウトライン化して」ということでした
が，PDF/X-1aではすべてのフォントを埋
め込みます。また，通常のデータ入稿のよ
うに「画像ファイルを添付し忘れた」とか
「フォントがない」といったトラブルを回避
することができますし，なによりPDF/X-1a
の1ファイルのみ出稿すればよいので，かな
り楽に感じます。実際，従来のデータ入稿
とファイル容量を較べると，PDF/X-1aの
方が軽く仕上がるようです。

最後に，作成したPDF/X-1aファイルを
Acrobat Professionalで開き，プリフライ
トで “承認スタンプ” を押してアドバンスト
で不具合がないかチェック。これで出稿の
手続きは完了です。ねっ，簡単でしょ！

Distillerにドラッグオン

※Trueflowを使ったPDF/X-1a
用プリント用ユーティリティや
出力の手引きを公開しています。
http://www.screen.co.jp/
ga_dtp/indexj.html
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OpenTypeフォントの最大のメリットは，何
といっても異体字の切り替えです。Mac 
OS Xの環境では，今まで入力できなか
った拡張文字種についても扱えるようにな
りました。また，アプリケーションの方も
InDesignでしか扱えなかった拡張文字種
も，Illustrator CSの登場でより幅広く扱
えるようになって充実してきました。 

U+FA2A(aalt2)に変換　ことえりでも関連文字と
して検索できます。

U+2F920(expt)に変換
正しくは「ハンゴウスイサン」と言うそうです。

爨

U+3016(vert)に変換

【

U+3017(vert)に変換

U+5BEB(trad)に変換
旧字形に変更してみました。

U+2F945(trad)に変換
実際の本の表題に近似する字形にしてみました。

U+9592(aalt)に変換

間
閒
▼

真
眞
▼

写
寫
▼

】
〗
▼

〖
▼

爨
▼

飯
飯
▼

ビジュアル雑誌，制作
4 4

の現場̶̶ その1。
思いっきりヒラギノOpenType Proのグリフを活用してみる。
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Adobe CSでOpenTypeフォントをフルに
活用するための便利な機能のひとつが「合
成フォント」です。とくに精密なフォントの
使い分けを行うことが多いIllustratorには
CSから実装されました。これによって，お
気に入りのフォントセットを手軽にチューニ
ングできるようになりました。

また，OpenTypeでは，見出し組みや
横組みで欠かせないプロポーショナルメトリ
クスもより一層充実しました。CIDフォント
ではサイドベアリング値のプロポーショナル
までしか実装していませんでしたが，ヒラギ
ノOpenTypeでは個別のペアカーニング
値を実装。よりきめ細かなプロポーショナ
ル組版が行えます。

U+20BB7(aalt)に変換
「ツチ吉」も人名用異体字として頻度が高い。

吉
𠮷
▼

ヒラギノ角ゴシック体W6とヒラギノ角ゴAD仮名
W6を組み合わせてみました。欧文にはTrueType
のHelvetica Neue 75Boldを組み合わせてみまし
た。欧文の合字では，ウエイトのチョイスとサイ
ズ・ベースラインの微調整がポイントです。

ヒラギノ明朝体W8と游築五号仮名W8との組み
合わせ。鍵括弧もクラシカルに游築の全角約物を
用いました。

カーニングを「自
動」に設定すれ
ば，プロポーショ
ナルな組版ができ
ます。

人名や地名については，「いざ」というときにある
と重宝します。テキスト入力の時点ではShift-JIS
（X0208）の範囲で入力しておいて，アプリケー
ション側の字形パレットで異体字に置き換えるこ
とが現時点での一般的な使用方法になると思われ
ます。
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U+3033「くの字点」はことえりの文字パレット
で入力。分類別から採字するのが近道です。

〳

U+3035

〵

U+53F1(jp78)に変換

叱
叱
▼

U+570D(jp78)に変換　見つけにくいJIS78字形
は字形パレットで置換。

囲
圍
▼

U+8943(trad)に変換　Shift-JIS同士の新字・旧
字も字形パレットで置換。

褒
襃
▼

U+FA19(aalt)に変換　この字形はPro書体だけで
なくCID，Stdにも実装されている異体字。

神
神
▼

U+6696(aalt)に変換

暖
暖
▼OpenTypeパ

レットにある
「欧文イタリッ
ク」を選んで
変換。書体は
ヒラギノ明朝
体W3。

ビジュアル雑誌，制作
4 4

の現場̶̶ その2。
OpenTypeをフルに活用するCreative Suite。



7

ス
イ
ス
イ
入
稿
術　
　
　
　
ヒ
ラ
ギ
ノO

penType

＋PD
F/X-1a

＋Trueflow

U+2665　記号類が豊富に実装され，随分使いや
すくなりました。

♥

ヒラギノ明朝体W6と游築36ポ仮名W6との組み
合わせ。後で仮名の字面を小さめに変更。

ヒラギノ角ゴシック体 W6とヒラギノ角ゴAD仮
名W6との組み合わせ。小見出しなので，本文の
ヒラギノ角ゴシック体の仮名と少し差をつけます。

ここはリード文。
約物を半角に設定
して，本文との違
いにメリハリをつ
けます。

ヒラギノ明朝体
W6と游築五号仮
名W6のコンビ。
サブキャッチは横
組み。ここではプ
ロポーショナルに
組みます。

リード文はヒラギ
ノ角ゴシック体
W3とヒラギノ角
ゴAD仮名W3の
組み合わせ。小さ
い文字ですが句読
点は全角幅で行ラ
インをしっかり見
せます。
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PDF/X-1a入稿のバックグラウンド。
製版のノウハウを極めたものだからこそできるフォローアップ。
株式会社 𠮷川写真製版

PDF/X-1a入稿のメリット
従来，仕事の種類にもよりますが，製版会
社の役割としてはデータ入稿されたドキュ
メントに高品位な画像を貼り込んだり，レ
タッチ処理を施したり，ときには文字や版
面のサイズの修正など多岐に及ぶレタッチ
ワークを付加していく必要がありました。し
かし近年のデータ入稿の様子を見ていま

すと，質の高いクリエータからのデータは，
修正の必要がほとんどない完成度のものが
増えてきて，あとは出すだけといった内容が
多くなってきていました。
こういった質の高いデータ入稿に加えて，

もっと「新しいフォントを使用したい」ある
いは「文字のアウトライン化による事故を
避けたい」というクリエータの入稿のジレン
マを解放できればよりスムーズになります。
PDF/X-1aはつまるところ「出すだけ」の
フォーマットなのですが，質の高いデータ
なら非常に効率のいいフォーマットなので
す。これにはいろいろ理由が考えられると

株式会社 𠮷川写真製版
システム・ディレクター

𠮷川賢一さん

思います。まず，仕事全般において余裕が
なくなってきたこと。「ちゃんと校正してもら
えない」とか「直しの余裕がない」といっ
た類いの仕事が増えているように思います。
また，予算の制限があって，とにかく工程
を省いて出力したいという「出しっぱなし」
の入稿があります。逆に，文字の修正など
は製版入稿以降は行わないように，クライ
アントからの出稿体制が変わってきた面も
あるように思います。このような状況もあっ
て，フォントエンベッドされていて高解像度
画像を貼り込んであるPDF/X-1a入稿が
最適な入稿スタイルといえるのです。

TrueflowがサポートするPDF/X-1a
入稿
弊社ではTrueflowとの組み合わせでデ
ータ入稿に対応しますので，画像の解像
度が足りない場合以外はたいていのフォロ
ーをTrueflowが行います。たとえば，フ
ォントがPDF/X-1aで埋め込みになってい
なかった場合，クライアントに差し戻すか
Trueflowで代用フォントに差し替えるか判
断を仰ぎます。また，もしPDFにRGB画
像が配置されていた場合でも，Trueflow
でCMYKに変換が可能です。
よくありがちなケースに，「塗り足しがな
い」ドキュメントがあります。これはアプリ

ケーションが塗り足しに対応していなかっ
たり，製版をよくご存知ない場合に多いよ
うです。また，プリンタドライバ設定のよう
に「○○%縮小して出力」というリクエスト
にも十分対応できませんでしたが，ソフトの
対応も進みつつあり，製版がサポートでき
る幅は徐 に々増えてきています。
従来のように，「レタッチしてこそ良い印

刷」という概念と較べれば「出すだけ」の
PDF/X-1aはいかにも味気ないもののよう
に思えますが，Trueflowがサポートするこ
とでPDF/X-1aのデータの作り方にも負荷
がかかりにくくなります。

膨大なフォントにかかるコストと責任
から解放
とにかく，RIP出力を担う役割としては高

千都フォント取り扱いビューローとして千都
HPでもご紹介してまいりました株式会社
𠮷川写真製版のディレクター・𠮷川賢一さ
んに，PDF/X-1a入稿とTrueflowの活用
についてお伺いしました。近年Windows 
DTPの引き合いも増加して，PDF/X-1a入
稿の対応もいち早く推進しておられます。
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解像度フォントの搭載と管理は非常に神
経とコストを費やしてきました。それに加え
て，どうしても需要の高いフォントだけに偏
重気味になり，リクエストの少ないフォント
に対してはどうしてもきめ細かな対応が行き
届かなかったわけです。ところが同じフォン
トでもどんどんフォーマットが新しくなってく
る。おまけにOSやアプリケーションの対応
まで含めると，たとえクライアントと環境を
合わせたつもりでいても，出力できなかった
り出力結果が異なる要素はいくつも出てくる
わけです。OS XとOpenType化，そして
PDF/X-1aによって，通常のデータ入稿の
ときよりも少なくともフォントに関するストレ
スからは解放される方向といえるでしょう。
需要の見込めないフォントはディスク容

量からも買えなかったわけですから，「お
たくに○○というフォントある?」と聞かれ
ても「ありません」と，みすみす仕事の
受注を逃したり，逆に「○○というフォン
トを買ったのに全然受注がないじゃない
か」と社内で怒鳴られなくてすみますから，
OpenType～PDF/X-1a～Trueflowの
ワークフローは出力する側にとっても偏った
フォント依存形態からの解放といえるのでは
ないでしょうか。

CTP，セッター，ケミカルプルーフ，大判
インクジェットなど，多彩な出力ルート
製版費をどうやって安価に抑えるかという
点で，PDF/X-1aはある一面において寄与

します。しかしそれ以上にコストの抑制に
寄与しているのはやはりCTPによるフィルム
レス化や，色校正を簡略化することによると
ころが大きいでしょう。弊社でも仕事の質
によって出力ラインをフレキシブルに組める
ようラインナップしており，制作物の性質や
内容をトータルにみて，どういった出力フロ
ーを選択すべきかをご提案させていただい
ております。そのフローの中核を担いつつ
あるのがTrueflowなのです。

高精細な製版のノウハウをもつ強みを
活かす
PDF/X-1a入稿ばかりになると，製版会
社は出力センターとどうちがうのかといった
ことがますます不明瞭になってくるように思
います。PDF/X-1a入稿では原則的

4 4 4

にデ

ータに手を付けられなくなります。細かなデ
ィテールにこだわったり，直しを必要とす
るような仕事の場合には向いていないとい
わざるを得ません。したがって，すべてを
PDF/X-1a入稿のためのラインを敷くわけに
いかず，従来の工程のラインも残しておか
なければならないのです。

弊社のような製版会社では，まだまだ従
来工程を残しておいて，アタリ用画像を弊
社でスキャンしたクォリティの高い画像に差
し替えたり，トラップ処理を施したり，解
像度の足りない画像が貼り込まれていたら
クライアント側にちゃんと告げてどう対処す
るかといったコミュニケーションをもちなが

ら作業を進めていく必要が残されています。
もっといえば良い印刷を行おうとすれば，
製版にレタッチが付きものなのです。そこが
製版のノウハウをもつ強みだと思います。

更なるPDF製版の可能性について
PDF/X-1a入稿に則して入稿ガイドブック
や各種サンプルを作成して，できるだけクラ
イアントとの情報の共有化を図ることも必要
です。こういった相互の情報共有や環境作
りが次のデジタル入稿において重要なんじ
ゃないかと思いますね。
たとえば，RGBベースのフォトグラファー
からの入稿なら，あえて不慣れなCMYK
に変換してもらわずにフルRGBで入稿して
もらったり，デザイナーからの入稿でもシャ
ープネスの設定はこちらに任せていただく。
決して不慣れな製版処理をフロント側に押
しつけるのではなく，「餅は餅屋」に任せ
ていただくようなワークフローが提供できた
ほうがクリエータの方にとっては安心してい
ただけますよね。

じつはPDF/X-1aはすでに社内での製
版ルートの中心を担いつつあり，外部から
のデータ入稿でもG5をワークステーション
として，PDF/X-1aの作成までも内製化し
ていいんじゃないかとさえ考えています。そ
れくらいフットワークの軽いフォーマットなん
です。PDF/X-1aやX-3をさまざまな入稿
体系になんとかフィットさせたいと思ってい
るんです。

さまざまな製版の中核を担う
“Trueflow 3”の高度な機能
製版の主たる役割のひとつが台割り・面付けです。
印刷会社の指定や綴じの方法やCTP出力を前提と
した刷版設計など，デザイナーが不案内な製版設
定を行います。AcrobatでもPDF/X-1aへのレタ
ッチ機能が実装されましたが，Trueflow 3はより
強力な編集機能を実装したソフトなのです。

また，高度なプリフライト機能を搭載し，入稿し
たデータについてPDF/Xに準拠した検査を行い，
必要に応じて修正します。これによって，作業の
後戻りを未然に防ぎCTP出力エラーの発生を未然
に防ぐことができるため，製版工程の時間やコス
トの無駄を省くことが可能です。

もしPDFファイルにRGB画像が貼り込まれてい
た場合でも，Trueflow 3でCMYKデータに変換で

きます。また，RGBワークフローを積極的に推進
するために，CTP出力の直前までRGB画像で運用
し，豊かな諧調をもったRGB画像の品質を中間工
程で劣化させることのない新しいワークフローを
構築できます。さらに，デザイナーが不得手なシ
ャープネスの設定なども，たとえば入稿時にRGB

画像データに対してはアンシャープマスクをかけ
ないでおいてもらい，Trueflow 3で倍率に応じた
最適なシャープネスを施すことも可能になります。
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ビジュアル雑誌，製版
4 4

の現場。
PDF/X-1aの出力はTrueflowがフォローアップ。
株式会社 𠮷川写真製版

“Visual Eye”をPDF/X-1aで製版し
てみた

実際に “Visual Eye” をPDF/X-1aで入
稿された製版工程を紹介しましょう。
カラーカンプとPDF/X-1aファイルを入稿

します。まず，受け取ったPDF/X-1aファ
イルの “プリフライト” で確認します。入稿
されたPDF/X-1aにフォントが正しく埋め込

まれているかどうかを確認します。ここでは
問題なく埋め込まれていたようです。
次に，Trueflowに展開します。まず最

初にTrueflowでは面付けを行いますが，
ここでは見開き2ページごとの出力でいいと
いうことからA1に付け合わせます。
そして画像についてですが，よくありが
ちなオフセット印刷に適した解像度が不足
していないかどうかということと，貼り込ま
れた画像がRGBのままのものはないかどう
かを確認します。ここではお菓子の画像が
RGBのファイルでしたので，CMYKに変
換します。Trueflowの変換では，後工程

の印刷にマッチしたカラーモードの変換が
行えますので，ベタ濃度の高い “画面ダン
プ” のようなRGB画像でも，印刷工程で
ピッキングやニジミの発生を押さえるようシ
ャドウ部の濃度を軽く抑えるCMYK画像
への変換が可能です。
また，画像フォーマットがどんな形式で

保存・配置されているかについてですが，
弊社でもさまざまなテストを行っており，
epsであれ tiffであれpsdであれ問題なく
出力できています。ただし，透明効果の分
割・統合処理については制約事項もありま
すので，この点についてはクライアントに対
してアナウンスしておくことが重要ですね。

意外と多いページ設定ミス
“塗り足し” を忘れているデータですが，じ
つは意外と多いのです。
“Visual Eye” の場合 Illustraotor CS

のトリムマークを使って，レジストレーショ
ンカラーでちゃんと3mmの塗り足しを設
けてありました。この塗り足しを，たとえば
Phtoshop CSの画像が足りないからとい
ってIllustrator CSなどで同じ色指定で
継ぎ足そうとしてもうまく色が合いません。
Trueflowでも同様に，塗り足しが不足し
たPDF/X-1aからの製版では前工程に差
し戻しということになります。どのようなアプ
リケーションを用いても，ドキュメントサイ
ズぴったりに作っておいて塗り足しを忘れ
ていた場合は美しく製版できないということ
になります。InDesign CSの場合でも，プ
リント設定のトンボの設定で塗り足しを定

うっかりRGBの画像ファイルが貼り込まれていた
psd形式の画像。TrueflowでCMYK変換します。
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義できますが，この場合でも画像が断ち切
りから3mmはみ出るようにデータを作って
おかなければなりません。Illustrator CS
の場合，ドキュメントサイズとアートボード
サイズを揃えておき，トンボを含めたサイズ
でPDF/X-1aを書き出すようにします。この
とき，塗り足しのサイズはアートボードサイ
ズより3mm拡張させておくことになります。
また，PDF/X-1a入稿の場合，原則的
にトラップ処理などの製版処理はあらかじ
めデータ作成者が行っておかないといけな
いことになっていますが，Trueflowであれ
ばトラップ処理も付加できます。
“Visual Eye” ではトラップ処理の必要

のある箇所はとくにありませんでしたが，表
紙のタイトル文字は墨ノセ（オーバープリント）
の必要な箇所です。オーバープリントにつ
いては意図する設定がちゃんとうまくいって
いないケースが多いようですが，Trueflow
ではオブジェクト単位でレタッチワークが行
えますので，デザイナーが不慣れな処理は
弊社の方で代行いたします。

CTPに転送して高速・高品位に出力
Trueflowでの製版処理が終わったら，印
刷線数やドットパターンを指定します。そし
て一度大型インクジェットプリンタで出力し
てみて，エラーがないかどうか最終的なチ
ェックを行います。
製版上の問題がクリアされておれば，

CTPで出力します。すでにTrueflow内部
でRIP処理が完了しますので，出力にはさ
ほど時間はかかりません。

今回，一応PDF/X-1a入稿ではあるも
のの色校正で確認したいということでした
ので，CTPで刷版を出力して色校正に回
しますが，ケミカルプルーフで校正を出力
する場合もあれば，イメージセッターでフィ
ルム出力する場合もあります。いずれにして
も，出力方法と校正の要不要は，クライア
ントとの相談の上ということになります。

今回の “Visual Eye” のように，よくトレ
ーニングされていてる場合ですと大きな問
題はありません。フォントは完璧にエンベッ
ドされていましたし，Trueflowを使って製
版処理を的確に行えました。従来悩まされ
てきたフォントの問題はPDF/X-1aでまった
くなくなったと言えます。PDF入稿は，クラ
イアントと製版との間で相互の信頼関係が
あれば成立するフローだと思います。
一方，船引さんの感想は，「ヒラギノ

OpenTypeフォントの仮名と漢字や欧文の
組み合わせで，こんなにも紙面の表情が豊
かに変わるものなんだということを再確認で
きました。以前より，出力フォーマットに関
しては，出力会社さんごとに言われることが
違い『いったいどうすればいいんだ』と戸
惑うことも多かったのですが，PDF/X-1aだ
と意外と抵抗感が少なくすんなりと出力でき
ました」……ということでした。

大日本スクリーンでは，よりスムーズで
高品位なPDFワークフローの実現にむけ
て，フロントエンドのデザインからバックエ

ンドの製版・印刷まで，トータルにフォロ
ーアップして参りたいと考えております。

トンボの付け方もいくつか方法があります。上は
ドキュメントでトリムマークを作成した場合。下
はプリント設定でトンボを付けた場合。下の場合
かすかにドット欠けが見えますが，品質には問題
ないレベルです。

トラップ処理はオブジェクトの大きさや印刷条件
によって設定はさまざまです。PDF/X-1aではト
ラップ処理なしで入稿して，Trueflowで処理する
ことも可能です。

上は金赤文字にうっかりオーバープリント指定し
てしまった例。じつは Illustrator CSでもオーバ
ートラップ後のシミュレーションがモニタ上では
行えず，PDF/X-1aをAcrobatでプリフライトし
てはじめてミスと分かることがあります。
このようなソフト上のバグではないケアレスミス
について，Trueflowでもレタッチは可能ですが，
デザイナーの作業ではこれがレタッチの必要なも
のかどうかを判別しにくいのです。カンプを添え
ての入稿が重要なのは，このためです。

スミ文字のオーバープリント指定。案外指定ミス
などが多いオーバープリントの指定漏れなども
Trueflowでレタッチが可能。
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